
                              １１月２日からの３連休では、各運動部での県新人大会が行わ 

                         れました。先月から始まった男女のソフトテニスでは個人戦に引き 

                         続き団体戦があり、個人で惜しくも敗退した男子は１回戦を勝ち上 

                         がったものの２回戦敗退、女子は残念ながら 2回戦で敗退してしま 

                         いました。残念ながら見に行けなかったのですが、この経験を活か 

                         し次なる大会に向かってください。そして、女子ソフトボール。丹有 

地区優勝の柏原高校と対戦。４試合目ということで待ち時間が長 

い上に２試合目の終了が遅く、さらに３試合目の最終回が微妙な 

判定で日没が気になる時間帯にコートを変えて試合開始。それで 

も元気に試合を進めましたが、１回に先制を許し苦しい展開に。１ 

点を返しこちらのペースになったかと思ったところでミスが・・・。いろ 

んな不運が重なりましたが、したたかに試合を進めた相手に６回ま 

で 1-7。７回に入るころにはボールも見えづらくなったことから日没コ 

ールドゲームに。ミスの差が勝敗の差になったようです。力はあると 

思うのでその力を活かせるよう頑張ってください。３日は男女のバレー 

の全国高校選手権予選でした。女子は２日の１回戦を勝ち上がり 

龍野北との２回戦に挑みました。拮抗した試合展開の中、相手が

本当によく拾ってつなげ、少しずつ点差が広がり、0-2 で敗戦。力の差はあまりないように思いましたが、少しの

ところで敗れてしまいました。直後に行われる新人大会で悔しさを晴らしてください。そして、男子はシードで 4 回

戦から登場。龍野高校に 2セット目は苦しめられる展開でしたが、2-0で勝利。ベスト８に入りました。試合後は

顧問の先生から厳しい指摘を受け気持ちを引き締められていました。4 日には準々決勝、準決勝が行われ、

前日の反省を活かし無事に勝ち上がり 10 日の決勝に駒を進めることができたようです。今年こそは優勝して全

国選抜に出場できるよう「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」となって頑張ってください。 

 さて、今年は東播磨地区の高校・特別支援学校での周年行事が多く、10月26日に西脇高校の80周年、

11月 2日には明石清水高校と北はりま特別支援学校が 40周年、16日には高砂南高校の 40周年、23日

には小野工業高校が 80周年を迎えます。私は、明石清水高校に行かせていただきました。立派な記念式典

の後はゴルゴ松本氏による講演会。漢字、歴史を結び付けながら命の大切さを説いていかれました。さらに生

徒席、職員席に降りてこられて大きな声を出すことで気持ちを切り替える話をされるなど会場一体となった講演

を聞かせていただきました。同じ事を伝えるのに例え方がいろいろあるという事をこういった講演会で教えていた

だきます。引き出しを増やして行くには人の話を聞くこともとても大切になっていきます。また、周年行事にはそれ

ぞれ学校の歴史が関係してきます。本校も 100 周年の際には記念誌の発行や校門の改築等の事業が展開

されましたが、数年後には 110周年を迎えます。今後に伝えていくことをしっかり 

と整理し、どうあるべきかを考えていかねばなりません。そのためには多くの方の 

ご意見が必要となります。社高校の向かうべき道についてのご意見を頂戴で 

きますよう今後ともよろしくお願いいたします。 

 最後に私事ですが、昨年村岡高校で勤務しているときに日高町体育協会 

の方から子供たちのスポーツ指導における話をしてほしいとの依頼を受けており 

23日に豊岡市文化体育館で講演、パネルディスカッションに行かせていただく 

ことになりました。先日文化部・運動部の代表生徒との面談を終え、本校生は 

みな一生懸命に取り組んでくれていることを実感しました。運動部ではさらに自 

分たちの力を発揮するために顧問の先生方と試行錯誤が続いているようです。 

私自身は直接指導できませんが､今回の機会を利用して多くの方々からご意 

見を伺い、部活動への期待感を感じ学校全体としての取組につなげていけるよ 

うにしていきたいと考えています。生徒たちが自らの力を発揮できるよう､また自分 

磨きをしっかりできるよう教職員一丸となって頑張っていきたいと思います。 
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